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第8次医療計画と在宅医療

衣笠病院グループ
相談役 武藤正樹
よこすか地域包括推進センター長



社会福祉法人日本医療伝道会 衣笠病院グループ

衣笠病院グループの概要

■神奈川県横須賀市（人口約39万人）に立地

■横須賀・三浦医療圏（4市1町）は人口約70万人

■衣笠病院許可病床198床 ＜稼働病床194床＞

■病院診療科 ＜〇は常勤医勤務＞

〇内科、神経科、小児科、〇外科、乳腺外科、

脳神経外科、形成外科、〇整形外科、〇皮膚科、

〇泌尿器科、婦人科、〇眼科、〇耳鼻咽喉科、

〇ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、〇放射線科、〇麻酔科、〇ホスピス、東洋医学

■病棟構成

DPC病棟（50床）、地域包括ケア病棟（91床）、回復期リハビリ病棟（33床）、ホスピス（緩和ケア病棟：20床）

【2021年9月時点】
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■ グループ職員数750名
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パート１
2025年、2040年問題とは？



第１ゴール
2025年

第2ゴール
2040年

75歳以上

65～74歳

65歳以上

2025年問題
団塊世代
が75歳以上

2040年問題
団塊ジュニア
が65歳以上

2,022年





2040年は
死亡者数
のピーク



・・・2040年

・・・2035年

・・・2030年

・・・2025年

・・・2020年

・・・2015年

・・・2010年

地域により
医療需要ピークの時期
が大きく異なる

出典：社会保障制度国民会議資料 （平成25年4月19日第9回
資料3－3 国際医療福祉大学高橋教授提出資料）

高齢化のピーク・医療需要総量のピーク
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中医協 総－２参考

２８.１２.１４より

2040年に高齢化のピークを
迎えるのは首都圏を始めと
した大都市圏、地方では
ピークを過ぎている

横須賀三浦



減るのは65歳未満の
若い外来患者





横須賀三浦



医療福祉
介護従事者
1千万人



パート２
第8次医療計画と在宅医療

2024年は惑星直列の改定年



2024年惑星直列の工程表
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第8次医療計画
からは感染症
も入る



在宅医療
は2013年
第６次医
療計画か
ら



第8次医療計画等に関する検討会
2022年8月25日



第8次医療計画スタート

都道府県で医療計画作成





在宅医療及び医療・介護連携に関する
ワーキンググループ」2022年7月20日





2023年4月に
指針が都道
府県に発出

2021年

2022年







①在宅医療を積極的に担う医療機関
②在宅医療に必要な連携を担う拠点



パート３
在宅医療の提供体制

①在宅療養支援診療所・病院

②訪問看護

③地域連携薬局



①在宅療養支援診療所・
病院









1か月100～1000
件が伸びている



首都圏の将来
需要の伸び





大規模医療圏では上位
20％の医療機関で80％
の訪問診療を提供



在支診の
ない市区
町村が
27％



在支病の
ない市区
町村が
63％





②訪問看護





2019年

2001年

2001年

医療・介
護保険と
も伸びが
著しい

2001年





病院・診
療所併設
5800軒

単独型
1.2万軒







第8次医療計画と
訪問看護師人材不足の課題



病院

診療所

訪問看護

介護保険施設
4.2％

70.9％

就業看護師数
121万8606人



東京
神奈川
千葉

京都
大坂
兵庫
奈良

島根、岡山、山口、香川、佐賀、熊本、宮崎





訪問看護ST
の求人倍率

3.26倍



③地域連携薬局



2019年改正薬機法の趣旨

• 2019年薬機法改正趣旨は以下の3点
• ①医薬品・医療機器等をより迅速・安全・効率的に
提供するための制度確保
• 先駆け審査指定制度、条件付き早期承認制度によりより
迅速に医薬品・医療機器等を上市する制度の確保

• ②地域における薬局・薬剤師の在り方
• 地域連携薬局、専門医療機関連携薬局の創設

• ③信頼確保のための法令順守体制等
• バルサルタン（デュオパン）問題のような虚偽・誇大広
告で医薬品の販売を拡大した製薬企業に課徴金を支払わ
せる制度の確立









地域連携薬局は
ハブ薬局













在宅医療及び医療・介護連携に関する
ワーキンググループ

2022年7月28日





地域連携薬局を次期医療計画に記
載するかどうか？2022年7月28日

• 日本医師会委員
• 鈴木邦彦構成員（日本医療法人協会副会長）

• 地域医療連携薬局について第9次医療計画に記載するのは時
期尚早

• 江澤和彦構成員（日本医師会常任理事）
• 病院と調剤薬局で薬剤師の配置人数に差がある状態が助長さ
れる可能性があり、記載は反対

• 日本薬剤師会
• 荻野構一構成員（日本薬剤師会常務理事）

• 在宅医療に対応可能な人材の育成、過疎地も含めた薬剤師の
確保

• これらの事項について、都道府県が効果的な政策を実行する
ためには、第8次医療計画の開始時点で地域連携薬局を位置
付けるべき



地域連携薬局は
あえなく討ち死に



パート４
第8次医療計画と
在宅医療提供体の
新たな課題

①消防機関の役割

②訪問歯科診療所・歯科衛生士

③訪問リハ、栄養管理、口腔管理



①消防機関の役割
急変時の対応













協議の場
に消防機
関の参加
も促す



②歯科訪問診療所
歯科衛生士

















③訪問リハ













通所リハに比べて訪問
リハの事業所、リハ利

用率は少ない



④訪問栄養











管理栄養士による
居宅療養管理指導料を算定
している事業所は都道府県
でばらつきがある



まとめと提言

・在宅需要は2025年、2040年に増大

・在支病、在支診の地域偏在あり
・訪問看護師数の不足が懸念される
・地域連携薬局を増やそう
・医療計画に救急救命士、リハ職、
歯科衛生士、管理栄養士が新たな
職種として加わる



•武藤正樹著

•なぜ、コロナでかかり
つけ医がクローズアッ
プされたのか？

•なぜ、いまかかりつけ
医制度が必要なのか

•発売日：2022/09/22

•出版社：ぱる出版

• ISBN：978-4-8272-1360-
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こコロナで変わる
「かかりつけ医」制度

https://honto.jp/netstore/search/pb_9000039177.html


ご清聴ありがとうございました

本日の講演資料は武藤正樹のウェブサイトに公開し
ております。ご覧ください。

武藤正樹 検索 クリック

ご質問お問い合わせは以下のメールアドレスで
muto@kinugasa.or.jp

日本医療伝道会衣笠病院グループで外来、老健、在宅クリニックを
担当しています。患者さんをご紹介ください

mailto:muto@kinugasa.or.jp

